
《今月の海上安全標語》 ～ 体験に勝るものなし ～
海技大学校の大型船シミュレーター講習では、実際に舵を握る体験ができます。
そして、握ると分かるのです！　大型船は直ぐには曲がらないことが !!

では、今月も安全操業で！ؾをͭけて！  ͋の大型船ආけΔͱ  ݶらな͍!!
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何
年
か
前
、
出
張
先
へ
向
か
う
車
内
の
ラ
ジ
オ
で
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
、「
あ
な
た
は
、
今
朝
家
を
出
て
会
社
や
学
校
に
着
く
ま
で

に
土
の
地
面
の
上
を
通
り
ま
し
た
か
？
」
と
問
い
か
け
て
き
た
。
私
の

自
宅
は
山
裾
に
あ
り
、
窓
の
外
に
は
す
ぐ
に
山
が
見
え
る
環
境
に
あ
る

た
め
、
土
の
地
面
ぐ
ら
い
通
っ
て
き
て
い
る
よ
、
と
思
い
な
が
ら
通
勤

経
路
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
い
う
こ
と
か
舗
装
さ
れ
た
地

面
の
上
以
外
通
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
唖
然
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
問
い
か
け
は
、
地
面
の
殆
ど
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
地
球

温
暖
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か
そ
う
い
っ
た
話
に
結
び
付
け
て
い
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
私
は
普
段
歩
く
と
き
に
も
道
の
舗
装
が
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
舗
装
さ
れ
た
道
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
別
の
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
道
路
に
設
置
さ
れ

て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
だ
。
私
が
住
ん
で
い
る
神
戸
市
内
の
住
宅
地
で
は
真
ん
中
に
市
章
が

あ
っ
て
「
汚
水
」
か
「
お
す
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
市
内
各
所
で
意
匠
を

凝
ら
し
た
様
々
な
マ
ン
ホ
ー
ル
が
目
に
つ
く
。

　

王
子
動
物
園
前
に
は
「
動
物
デ
ザ
イ
ン
」、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
で
は
「W

elcom
e to K

O
BE

」、

三
宮
の
セ
ン
タ
ー
街
付
近
は
昨
年
9
月
に
一
新
さ
れ
た「
万
年
暦
」や「
セ
ン
タ
ー
サ
ウ
ス
通
り
」、「
元

町
一
番
街
」
等
多
様
な
マ
ン
ホ
ー
ル
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
に
は
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
も
カ

ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
も
あ
っ
た
り
し
て
な
か
な
か
面
白
い
。

　

気
に
な
っ
て
見
始
め
る
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
で
何
か
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
都
市
が
多
い
こ
と
に
気

付
く
。
マ
ン
ホ
ー
ル
が
気
に
な
る
人
々
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
２
０
１
５
年
に
は
神
戸

市
内
で
「
第
１
回
マ
ン
ホ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
か
れ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
一
部
の
市
町
で
は
「
マ

ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
な
る
も

の
も
無
料
配
布
さ
れ
て
お

り
、
人
気
の
カ
ー
ド
は
す
ぐ

に
品
切
れ
に
な
る
そ
う
だ
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
、
足
元
の

舗
装
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
気

に
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（ 

写
真
は
、
上
が
神
戸
市
、

 

下
が
広
島
市
の
も
の
）

表紙の言葉
「海技大学校」（芦屋市）

No.724   February. 2017

	 ２	 ようそろ

	 ３	 第41回	淡路のり品評会	開催

	 ４	 （一社）播磨漁友会臨時総会	開催
	 	 大阪府漁青連との交流会	開催

	 ５	 第54回	淡路農林水産祭	開催

	 ６	 「豊かな海」に向けた次の一手

	 ７	 フィッシングショーOSAKA2017で資源管理に
	 	 ついて兵庫県・JF兵庫漁連がPR

	 ８	 平成28年分確定申告に関する税務署からのお知らせ

	 ９	 神戸海上保安部からのお知らせ
	 	 平成29年度	兵庫県漁村子弟育英生募集

	 10	 大型船シミュレーター研修	実施
	 	 海難事故をなくそう

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

足
元
の
世
界

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合 

次
長　

関 

本　

太 

郎

　写真は１月に開かれた安全運航講習会での大型船シ
ミュレーター講習の様子です。
　独立行政法人海技教育機構 海技大学校は、昭和20年
に海技専門学院として設置されて以降、様々なシミュレー
ターによる教育訓練などを行い、資格試験と実務教育訓
練を行う機関として知られています。
　このシミュレーターは、操舵スタンド、レーダー、航海
灯パネルなど実際の機器を配置した模擬船橋と、水平視
野角240度及び下方視野角35度まで再現可能なスクリーン
を使っています。明石海峡付近を忠実に再現した風景が
エンジン音と共に上下すると、参加者は本当に船に乗って
揺られているかのような感覚になります。
　「大型船からは、漁船がどのように見ているのか？」を
知り、今後の安全操業に活かされていくことに期待します。
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（
一
社
）
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
）
主
催
に
よ
る

淡
路
の
り
品
評
会
が
、
２
月
３
日
（
金
）
淡
路
水
産
セ
ン

タ
ー
（
洲
本
市
）
で
行
わ
れ
、
報
道
陣
が
集
ま
る
な
か
優

秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。41
回
目
と
な
る
こ
の
会
は
、

生
産
者
の
意
識
の
向
上
と
生
産
技
術
の
研
鑽
を
図
る
目
的

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
12
月
上
旬
か
ら
１
月
上
旬
ま

で
に
淡
路
島
内
で
生
産
さ
れ
た
乾
の
り
に
つ
い
て
審
査
を

行
う
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た

り
東
根
会
長
は

「
漁
期
当
初
は

高
水
温
な
ど
の

影
響
で
遅
れ
が

生
じ
た
が
、
そ

の
後
回
復
し
、

良
い
ノ
リ
が
出

揃
っ
た
。
見
た

と
こ
ろ
、
ど
れ

も
高
品
質
の
ノ
リ
で
難
し
い
か
と
思
う
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
審
査
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
た
後
、
系

統
団
体
・
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
の
関
係
者
ら
10

名
の
審
査
員
が
、
応
募
の
あ
っ
た
83
点
の
中
か
ら
第
一
次

審
査
で
選
ば
れ
た
50
点
を
対
象
に
、
色
・
艶
・
味
な
ど
を

基
準
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
良
い

出
来
栄
え
の
ノ
リ
が
出
揃
っ
た
た
め
、
会
場
で
は
審
査
員

ら
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
審
査
員
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
海

藻
部 

藤
澤 

憲
二
部
長
が
「“
淡
路
の
り
”
ら
し
い
価
値

の
高
い
製
品
が
出
揃
っ
て
お
り
甲
乙
付
け
難
か
っ
た
。
今

後
も
色
艶
の
良
い
、
味
の
あ
る
ノ
リ
が
順
調
に
生
産
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
選
ば
れ
た
優
秀
品
24
点
は
次
の
と
お
り

で
、
最
上
位
の
兵
庫
県
知
事
賞
は
桑
名
水
産
（
Ｊ
Ｆ
育
波

浦
）
が
２
年
連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
も
出
品
さ
れ
た
ノ
リ
は
す
べ
て
味
付
け
加

工
し
て
、
福
祉
施
設
等
に
無
料
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

どのノリも品質は良く、審査は難しかったようです

			第41回		淡路のり品評会審査結果表 （敬称略）

賞	の	区	分 漁協名 経営体名 代表者名 賞	の	区	分	 漁協名 経営体名 代表者名

兵 庫 県 知 事 賞 育波浦 桑名水産 桑名　幸充

兵 庫 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

森 安啓水産 畠田　安啓

兵 庫 県 議 会 議 長 賞 森 大草水産 大草　義美 一宮町江井 魚住水産 魚住　　修

兵 庫 県 淡 路 県 民 局 長 賞 一宮町 武田水産 武田　康裕 育波浦 柿本水産 柿本　幸久

兵庫県漁業協同組合連合会長賞 塩　田 中野水産 中野　隆次

共 水 連 兵 庫 県 事 務 所 長 賞

仮　屋 新平水産 相田　和民

兵庫県立農林水産技術総合センター所長賞 育波浦 柳川水産 柳川　杉雄 森 和四郎水産 森　　博司

兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所長賞 一宮町 マル石水産 石上　敏弘 富　島 瀬戸内水産 西條　利幸

島 内 市 長 賞

洲本市長賞 洲本炬口 ちくば水産 竹岡　千尋

兵庫県内海漁船保険組合長賞

森 利平水産 森　　正安

淡路市長賞 森 巌 水 産 森　　　巌 一宮町 ◯福  水 産 石上　和利

南あわじ市長賞 湊 三共水産 山形和三郎 一宮町江井 塩田水産 塩田　真規

兵庫県信用漁業協同組合連合会長賞

森 丸竹水産 畠田　国男

一 般 社 団 法 人 淡 路 水 交 会 長 賞

一宮町 寿 水 産 松本　秀樹

富　島 福吉水産 西條　和明 一宮町江井 森 水 産 森　　康彰

室津浦 栄福水産 漣　　勝也 一宮町江井 二宮水産 二宮　茂嘉

第
41
回 

淡
路
の
り
品
評
会 

開
催
!!

　

～
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
～
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１
月
13
日
（
金
）、
一
般
社
団
法
人
播

磨
漁
友
会
（
井
上 

仁
会
長
：
Ｊ
Ｆ
岩
見
）

の
臨
時
総
会
が
姫
路
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
毎
年
こ
の
時
期

に
臨
時
総
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は

会
員
の
播
磨
地
区
16
漁
協
の
組
合
長
と
来

賓
の
行
政
、
系
統
団
体
の
関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
井
上
会
長
は
、
新
年
の

祝
意
を
述
べ
た
あ
と
、
今
春
、
Ｊ
Ｆ
和
歌

山
信
漁
連
と
全
国
初
の
広
域
合
併
を
予
定

す
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
「
こ
れ
ま
で
様
々
な
経
緯
を
経
て
統
合

等
を
お
こ
な
っ
て
き
た
な
か
、
今
回
は
広

域
信
漁
連
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
我
々
浜

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す

る
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と

来
賓
出
席
者
を
代
表
し
て
兵
庫
県
水
産
課 

小
林 

孝
司
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政
男
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
井
上
会
長
が
議
長
と
な
り

当
該
年
度
補
正
予
算
案
及
び
次
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
、
会
費
徴
収
案
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
3
議
案
は
総
て
全
会
一

致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
社
）播
磨
漁
友
会
臨
時
総
会 

開
催

　
兵
庫
県
漁
協
青
壮
年
部

連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
）

と
大
阪
府
漁
協
青
壮
年
部

連
合
会
（
北
村 

光
弘
会
長
）

は
、
平
成
28
年
度
兵
庫
県
漁

青
連
・
大
阪
府
漁
青
連
交
流

会
を
2
月
4
日
（
土
） 

大

阪
市
内
の
会
議
場
で
開
催

し
、
両
漁
青
連
と
関
係
者
合

わ
せ
て
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

両
漁
青
連
が
一
堂
に
集
い
、
水
産
業
を
巡
る

様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
討
議
・
意
見
・
情

報
交
換
し
、
同
じ
漁
業
者
と
し
て
認
識
を
１

つ
に
し
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
両

府
県
の
水
産
業
の
永
続
的
な
発
展
の
一
助
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
数
回

開
催
さ
れ
て
お
り
今
回
は
約
２
年
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
山
崎
会
長
は
「
兵
庫
は
大

阪
湾
で
操
業
す
る
会
員
が
集
ま
っ
た
。
有
意

義
な
意
見
交
換
の
場
に
な
れ
ば
」と
話
さ
れ
、

続
い
て
「
大
阪
湾
の
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
～

底
び
き
網
に
お
け
る
漁
獲
対
象
種
の
経
年
変

化
～
」
と
し
て
、
大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産

総
合
研
究
所 
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
大
美 

博
昭
主
任
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

大
美
講
師
は
大
阪
湾
の
環
境
や
漁
獲
さ
れ
る

魚
種
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
ほ
か
、
マ
ア
ナ

ゴ
・
マ
コ
ガ
レ
イ
・
シ
ャ
コ
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
ハ
モ
・
コ
ウ
イ
カ
な
ど
外

洋
か
ら
の
「
入
り
込
み
種
」
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
漁
獲
さ
れ
る
エ
ビ
の
種
類
が
20
年

程
の
期
間
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
時

に
は
映
し
出
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
を
写
真
に
収

め
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
自
由
討

論
が
行
わ
れ
、
イ

カ
ナ
ゴ
漁
の
予
想

や
海
底
耕
耘
の
効

果
、沈
船
の
情
報
、

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の

生
息
状
況
に
至
る

ま
で
多
岐
に
わ
た

る
情
報
交
換
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
阪
府
漁
青
連
と
の
交
流
会 

開
催

大美主任研究員の講義

活発な意見交換があった自由討論

挨拶を行う井上会長
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１
月
15
日
（
日
）、

淡
路
島
の
豊
作
豊
漁
を

祈
願
し
、
農
林
水
産
業

の
振
興
を
目
的
と
し
た

淡
路
農
林
水
産
祭
が
淡

路
市
多
賀
の
伊
弉
諾
神

宮
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
54
回
と
な
る
今

年
は
、
こ
の
冬
一
番
の

寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
時

折
雪
が
舞
う
天
候
で
し

た
が
、
日
曜
日
と
あ
っ

て
か
境
内
は
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
今
年
一
年
の
豊
作
と
豊

漁
を
祈
願
す
る
「
農
林
水
産
物
豊
穣
豊

漁
祈
願
祭
」
が
系
統
団
体
や
行
政
機
関

の
代
表
者
等
が
参
列
す
る
な
か
執
り
行

わ
れ
、
引
き
続
い
て
、
数
々
の
地
元
漁

業
へ
の
貢
献
が
努
め
ら
れ
た
杉
谷 

富

弘
氏
（
Ｊ
Ｆ
湊 

代
表
理
事
組
合
長
）

に
兵
庫
県
自
治
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ

か
、
農
林
水
産
功
労
者
と
し
て
、
資
源

管
理
や
地
域
の
漁
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
内
海 

良
金
氏
（
Ｊ
Ｆ
育
波
浦
）、「
生

し
ら
す
丼
」
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
岸

本 

保
氏
（
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）
の
3

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
林

水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル
水
産
加
工
品

（
の
り
）
の
部
で
、
Ｊ
Ｆ
育
波
浦 

桑
名

水
産
に
知
事
賞
（
金
賞
）、
Ｊ
Ｆ
室
津

浦 

こ
ん
や
水
産
に
議
長
賞
（
金
賞
）

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
島
内
各
地
で
生
産

さ
れ
た
農
林
水
産
物
の
販
売
・
展
示
が

行
わ
れ
、（
一
社
）淡
路
水
交
会
は
ノ
リ
、

ヒ
ジ
キ
な
ど
の
水
産
物
加
工
品
を
販
売

し
た
ほ
か
、
淡
路
地
区
農
漁
村
女
性
組

織
連
絡
会
は
毎
年
恒
例
の
淡
路
の
伝
統

料
理
「
ち
ょ
ぼ
汁
」
を
振
る
舞
い
、
来

場
者
が
長
い
行
列
を
作
る
な
ど
会
場
内

は
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

【当日、表彰を受けられた方】	 （敬称略）
氏　　　名 所　　属

兵庫県自治賞 杉本　富弘 ＪＦ湊
農林水産功労賞 内海　良金 ＪＦ育波浦
農林水産功労賞（広域） 岸本　　保 ＪＦ淡路島岩屋
金賞（知事賞）

（第40回淡路のり品評会）
桑名水産

（桑名 幸充代表） ＪＦ育波浦

金賞（議長賞）
（第40回淡路のり品評会）

こんや水産
（松下 時久代表） ＪＦ室津浦

第54回 淡路農林水産祭 開催 ！
　～寒空のなか大勢の人で賑わう～

岸本様桑名水産様こんや水産様

杉谷様内海様

（一社）淡路水交会の販売ブース
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瀬
戸
内
海
関
係
漁

連
・
漁
協
連
絡
会
議 

平
成
28
年
度
第
１
回

会
長
会
議
・
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
会
議
合

同
会
議
が
平
成
28
年

12
月
14
日
（
水
）
に

神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
ま
ず
、

国
土
交
通
省 

水
管

理･

国
土
保
全
局
下

水
道
部 

流
域
管
理

官
付
課
長
補
佐 

岩

井 
聖 

氏
よ
り
「
健

全
な
水
環
境
の
創
出

に
向
け
た
下
水
道
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
下
水
処
理
場
の
仕
組
み

や
「
流
総
計
画
（
※
１
）」、
更
に
は
今
後
の
水
環
境
を

左
右
す
る
「
四
次
元
流
総
（
※
３
）」
の
考
え
方
に
つ

い
て
の
講
演
を
聞
い
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
平
成
27
年
10
月
の
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別

措
置
法
一
部
改
正
以
降
、
初
め
て
の
会
議
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
各
府
県
の
関
係
者
よ
り
、
改
正
後
の
取
り
組

み
や
今
後
の
展
望
の
他
、
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
報
告
や
率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
、
最
後
に
「
法
改

正
で
豊
か
な
海
を
目
指
す
と
い
う
精
神
は
で
き
た
が
、

実
現
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
実
施
に
は
、
更

な
る
豊
か
な
海
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
」
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
下
水
処
理
場
で
の
栄
養

塩
管
理
運
転
の
実
施
に
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
下
水
処

理
場
の
在
り
方
や
「
四
次
元
流
総
」、
栄
養
塩
管
理
運

転
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
一
方
、
魚
が
豊

富
に
獲
れ
る
“
豊
か
な
海
”
に
は
、
十
分
な
栄
養
が

必
要
不
可
欠
だ
が
、
現
在
の
瀬
戸
内
海
は
貧
栄
養
で
あ

る
と
い
う
状
況
は
、
広
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
後
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
皆
様
方
も
、
ご
家
族
や
友
達

と
と
も
に
豊
か
な
海
に
つ
い
て
話
を
し
な
が
ら
、
一
緒

に
豊
か
な
海
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

「豊かな海」に向けた次の一手
　～法改正以降、初めての会議で意志を確認～

【　
参　
考　
】

●　
下
水
処
理
場
か
ら
流
れ
出
る
処
理
水
の
全
窒
素
・
全
リ
ン
等
の

水
質
は
、
下
水
処
理
場
が
定
め
る
計
画
放
流
水
質
に
基
づ
い

て
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
放
流
水
質
の
数
値
の
決
定
は
、

県
が
策
定
す
る
「
流
総
計
画
（
※
１
）」
に
基
づ
く
計
画
処
理

水
質
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、「
流
総
計
画
（
※
１
）」
の

内
容
は
、国
（
国
土
交
通
省
）
が
策
定
す
る
「
流
総
指
針
（
※

２
）」
を
参
考
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
１　
「
流
総
計
画
（
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
）」
と
は
、
県

が
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
水
域
の
環
境
基
準
を
達
成
・

維
持
す
る
た
め
、
将
来
の
人
口
や
窒
素
・
リ
ン
の
発
生
負

荷
量
の
推
定
を
も
と
に
、
必
要
な
下
水
処
理
場
の
整
備
計

画
や
計
画
処
理
水
質
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
他

の
制
度
（
環
境
省
の
水
質
総
量
削
減
制
度
等
）
と
も
整
合

性
を
と
っ
た
形
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２　
「
流
総
指
針
（
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
調
査 

指
針
と

解
説
）」
と
は
、
国
（
国
土
交
通
省
）
が
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
県
が
流
総
計
画
を
策
定
す
る
際
に
参
考
と
す
る
も

の
で
す
。

※
３　
「
四
次
元
流
総
」
と
は
、
平
成
27
年
１
月
に
改
訂
さ
れ
た
新

た
な
「
流
総
指
針
（
※
２
）」
の
通
称
で
す
。
新
し
い
時
代

の
水
環
境
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、
水
質
環
境
基
準
の
達
成
・
維
持
と
い
っ
た
従
前

の
「
水
質
」
の
軸
に
加
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
時
間
」、「
空

間
」
と
い
っ
た
３
つ
の
軸
も
考
慮
し
た
内
容
へ
と
改
訂
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
豊
か
な
海
の
観
点
か
ら
季
節

別
管
理
運
転
（
栄
養
塩
管
理
運
転
）
の
内
容
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
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２
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）
の
２
日
間
、

大
阪
市
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
お
い
て
大
阪

釣
具
協
同
組
合
主
催
に
よ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

シ
ョ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
１
７
」
が
開
か
れ
、
釣

り
具
メ
ー
カ
ー
や
関
連
企
業
な
ど
１
５
０
社
以
上

が
出
店
す
る
な
か
、
２
日
間
で
５
万
７
千
人
の
来

場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
場

に
は
、
兵
庫

県
と
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
が
資

源
管
理
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
な
資
源
管
理
に

取
り
組
む
た
め
に
組
織
し
た
「
兵
庫
県
資
源
管

理
協
議
会
」
が
出
店
し
て
お
り
、
県
内
瀬
戸
内

側
の
資
源
管
理
の
取
り
組
み
状
況
や
海
の
現
状

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
に
は
県
水
産
課
職
員
や
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
職
員
が
、
タ
コ
や
ア
オ
リ
イ
カ
の
資
源
管
理

の
状
況
を
は
じ
め
、
近
年
、
タ
チ
ウ
オ
を
釣
る

道
具
が
操
業
時
に
た
く
さ
ん
揚
が
る
よ
う
に
な

り
、
昨
年
は
漁
業
者
が
負
傷
す
る
事
例
が
発
生

し
た
こ
と
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
チ
ラ
シ
で
紹
介

し
、
海
の
環
境
や
資
源
に
つ
い
て
来
場
者
に
ひ

ろ
く
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
兵
庫
県
の
内
水
面
漁
協
や
、
第
五

管
区
海
上
保
安
本
部
も
環
境
へ
の
取
り
組
み
や

海
上
安
全
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
足
を
止
め

て
聞
き
る
来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
１
７
で

資
源
管
理
に
つ
い
て
兵
庫
県
・
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
Ｐ
Ｒ

猪名川水系漁連・一庫ダム管理事務所のブース 多くの来場者に理解を求めました

豊かな海
　せ　世界有数の豊穣の海
　　と　獲れる魚はピカイチ・絶品
　　　う　動き出した回復への第一歩
　　　　ち　力をあわせ実現しよう！
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平成28年分確定申告に関する税務署からのお知らせ
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神戸海上保安部からの
お知らせいかなご盛漁期における事故防止について

平成29年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!! 
（一財）兵庫県水産振興基金　

　（一財）兵庫県水産振興基金では平成29年度育英生を次のとおり募集します。
１　応募資格
　① 　県下の漁業協同組合又は水産系統団体に所属する組合員又は職員の「子弟」及び「遺族」であり、高校又は

大学等に在学（入学予定を含む）し、所属漁協・団体の長が育英生として適当と認めた方
　②　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている方は、本基金の育英生になることができません。
２　貸与金の額

学　　　　別 貸与月額
平成28年度から大学生の新規育英生に対する貸与金は、
月額30,000円に改正されています。

大　学　生 30,000円

高校生
寄宿生 25,000円
通学生 20,000円

３　申込方法
　　所属漁協を通じて「漁村子弟育英生申出票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出してください。

提出期日
漁村子弟育英生申出票 平成29年３月31日（金）

貸与申込書及び添付書類 平成29年４月28日（金）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月中旬頃に所属漁協を通じて連絡します。
５　育英資金の貸与方法
　　所属漁協を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（ただし、初年度前期分は７月に貸与）
６　貸与金の返還方法
　①　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただきます。
　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。
７　その他
　 　漁船海難遺児に対しては、本基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって取り扱ってい

る有利な育英制度がありますのでご留意ください。



10拓水724号（2017年2月）

ライフジャケットを
着用しよう！

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでな
い方は是非！
※ 国土交通省の

型式承認試験
基準に合格し
たものではあ
りませんので、
一人乗りの漁
船の場合、ラ
イフジャケッ
トを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

大型船シミュレーター研修を実施
　～漁業者らが参加し、海技大学校で開催～

　
国
土
交
通
省
神
戸

運
輸
監
理
部
、
独
立

行
政
法
人
海
技
教
育

機
構 

海
技
大
学
校

（
芦
屋
市
）
が
主
催

す
る
安
全
運
航
講
習

会
は
、
平
成
22
年
か

ら
毎
年
、
イ
カ
ナ
ゴ

漁
期
前
の
こ
の
時
期

に
安
全
運
航
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
７
回
目
と
な
る

今
年
は
、
１
月
24
日
（
火
）
同
大
学
校

内
で
開
催
さ
れ
、
明
石
海
峡
付
近
で
操

業
す
る
Ｊ
Ｆ
組
合
員
、
職
員
を
は
じ
め

系
統
団
体
か
ら
参
加
し
た
約
20
名
は
、

海
難
事
例
の
解
説
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇

生
法
）
の
講
習
、
大
型
船
の
動
力
性
能

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
同
校 

岩
瀬 

潔
教

授
の
講
演
「
最
近
の
小
型
漁
船
の
海
難

事
例
か
ら
」
で
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た

事
故
事
例
の
解
説
の
な
か
で
見
張
り
の

重
要
性
を
訴
え
ら
れ
、
併
せ
て
、
針
路

保
持
船
に
も
一
定
の
義
務
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
「
回

避
義
務
が
無
く
て
も
、
衝
突
回
避
の
協

力
行
動
の
必
要
性
や
見
張
り
を
十
分
に

行
う
注
意
義
務
が

あ
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
学

ぶ
「
救
急
救
命
講

習
」
で
は
、
同
校 

山
本 

一
誠
教
授
か

ら
「
船
上
で
の
Ｃ
Ｐ

Ｒ
は
波
の
影
響
や

衝
突
等
の
危
険
性

が
あ
る
」
と
さ
れ
、

岸
壁
に
つ
け
る
な

ど
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
っ
た
解
説
に
加
え
、
手

順
に
つ
い
て
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
型
船
ブ
リ
ッ
ジ
を
忠
実
に
再
現
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
で
は
、
参
加

者
が
順
番
に
舵
を
持
ち
、
神
戸
沖
か
ら

明
石
海
峡
大
橋
を
通
過
す
る
ま
で
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
前
を
横
切

る
漁
船
が
船
の
前
方
で
死
角
に
入
っ
た

と
こ
ろ
で
、
大
型
船
・
漁
船
の
双
方
の

視
点
に
画
面
を
切
り
替
え
て
距
離
感
の

違
い
も
体
験
し
、
漁
業
者
か
ら
は
「
こ

の
く
ら
い
の
距
離
ま
で
接
近
す
る
こ
と

は
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
大
型
船
側

か
ら
見
た
光
景
と
の
差
に
驚
い
た
よ
う

で
、
講
習
を
と
お
し
て
「
大
型
船
は
周

り
が
見
え
に
く
く
、
曲
が
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
十
分
に
体
験
出
来
た
よ
う

で
す
。

　
同
研
修
会
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
大

型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
や
、
系
統
団
体
職
員
が
海

難
事
故
発
生
現
場
に
お
い
て
、
講
習
で

得
た
知
識
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
人
命
救

助
に
役
立
て
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

研
修
の
効
果
に
関
係
者
は
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。
な
お
、
次
回
は
来
年
１
月

23
日
（
火
）
に
同
研
修
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

安全運航についてしっかり学びました

平成30年２月１日以降、小型船舶の船室外の甲板上では、原則、
すべ ての 乗 船
者にライフジャ
ケットを着用さ
せることが、船
長の義務になり
ます。

モデル：共水連兵庫県事務所 後藤 真央さん
ライフジャケット（膨張式）

モデル：共水連兵庫県事務所 桑原 好美さん

シミュレーター体験を行う参加者

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください
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　１月７日（土）、兵庫県民会館で「新春トップセ
ミナー・賀詞交換会」を開催。兵庫県から５人の
方々をお迎えしました。また、会員生協の役職員、
共栄火災海上保険株式会社をはじめ、45人の方々
にご参加いただき、新年の決意を新たにする機会
となりました。
　新春トップセミナーでは、本田英一 会長理事の
開会挨拶に続き、兵庫県 知事 井戸敏三 様よりご
挨拶をいただき、生協への期待を込めた歌「一人
ひとり自立しててもつながっている 協同と連帯こ
れが生協」を詠まれました。その後、神戸学院大
学 総合リハビリテーション学部 社会リハビリテー
ション学科 教授 藤井 博志 様による、「今、あら
ためて問われる地域（まち）づくりと、生協の役割」
について、ご講演いただきました。地域福祉の視
点からこれからの地域づくりついて①住民の自治
形成が必要（主体力をつける）なこと②専門職や
事業者が地域づくりの一員として住民と協働する
ことを滋賀県高島市の取り組みを挙げながら話さ
れ、会場の参加者は熱心に聴き入りました。
　その後、開催された賀詞交換会には、兵庫県
の消費者行政のご担当の方々にもご参加いただき
ました。本田英一 会長理事の挨拶に続き、ご来
賓を代表して兵庫県政策創生部長 山口 最丈 様の
ご挨拶で和やかに会がスタート。日頃からお世話
になっている行政の皆様と会員生協・団体の皆様、
それぞれに賀詞交換を通じて交流を深めました。

兵庫県ＪＡ女性組織連絡会　

　兵庫県ＪＡ女性組織連絡会は、地域貢献活動の

一環として、県内ＪＡが運営する介護施設に新品

のタオル872本を寄贈しました。

　このタオルは、平成28年12月にたつの市で開

いた兵庫県ＪＡ女性組織活動交流会の参加者ら

が、家庭で眠っていた未使用品を持ち寄ったもの

です。ＪＡ兵庫中央会を通じて、受け取りを希望

した県内６ＪＡが運営する介護施設に配布し、利

用者の清拭や施設・設備の清掃等に活用されます。

　ＪＡ女性会では、地域住民の高齢化が進む中で、

会員らの健康寿命（※）を延ばすための学習会や

健康大会の開催、健診受診率の向上支援、また、

助け合い活動として介護施設への慰問等、さまざ

まな活動を展開しており、今後も重要性が高まる

と予想しています。

　同連絡会は、今回の取り組みを通じてＪＡが運

営する介護施設や高齢者福祉事業に対する会員ら

の理解を深め、高齢者も安心して暮らせる地域社

会づくりに向けて、ＪＡグループとの連携を深めて

いくことにしています。

※ 健康寿命とは、一生のうちで“日々の暮らしに

不自由を感じることなく暮らせる期間”

高齢者の暮らしを共に支える
ＪＡ介護施設にタオルを寄贈

兵庫県生活協同組合連合会

新春トップセミナー・
賀詞交換会を開催
～新年の決意 新たに～

集めたタオルを贈呈する吉岡敏子代表世話人（中央）と能勢信子世話人



◆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の「
自
由
の
女
神
」が
高
く
掲
げ
て
い
る
の
は
右
手
で
あ
り
、

西
洋
で
は
右
手
が
正
義
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
ア
ラ
ブ
や
イ
ン
ド
で
は
、
排
泄
時

に
左
手
を
使
い
水
や
砂
で
処
理
を
し
た
習
慣
か
ら
、
左
手
で
食
物
を
掴
む
に

は
抵
抗
が
あ
り
、
食
物
は
右
手
で
食
べ
左
手
は
一
切
使
わ
ず
、
左
手
を
不
浄
ま

た
は
不
正
と
考
え
た
よ
う
だ
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
食
事
時
に

左
手
で
ワ
イ
ン
を
注
ぐ
の
は
タ
ブ
ー
で
、
最
大
の
侮
辱
だ
と
い
う
。
海
外
で
の

食
事
の
マ
ナ
ー
に
は
注
意
が
肝
要
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
（
右
）に
は
、
丁
度
い
い
・

正
し
い
・
真
っ
す
ぐ
の
意
味
が
あ
り
、
レ
フ
ト
（
左
）は
不
器
用
・
悪
い
・
欠

陥
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
。
英
語
で
は
左
右
に
対
す
る
感
情

が
、
実
に
あ
か
ら
さ
ま
な
の
で
あ
る
。

◆
日
本
に
も
、
左
前
や
左
巻
き
・
左
遷
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
良
い
意
味
合
い

で
は
「
左
う
ち
わ
」ぐ
ら
い
で
あ
る
。
建
築
に
お
い
て
も
右
が
上
位
で
、
左
を

下
位
と
す
る
風
潮
が
あ
り
、
右
を
上
座
と
す
る
の
も
同
じ
考
え
方
の
よ
う
だ
。

ま
た
、
伝
統
的
な
本
膳
の
形
式
で
は
、
器
の
置
き
方
が
決
ま
っ
て
お
り
、
中
心

と
な
る
「
一
の
膳
」は
左
手
前
に
ご
飯
、
右
に
味
噌
汁
を
置
く
。
米
が
主
食
だ

か
ら
左
を
格
が
高
い
と
し
て
い
る
。
京
都
御
所
の
紫
宸
殿
で
も
、
天
皇
は
左

側
・
右
が
中
宮
の
座
と
な
り
、
左
を
上
格
と
定
め
て
あ
り
、
右
大
臣
よ
り
も
左

大
臣
が
位
が
高
い
。
日
本
人
は
右
手
文
化
な
の
に
、
何
故
か
《
左
》を
尊
重
し

て
格
付
け
は
上
で
あ
る
。

◆
『
広
辞
苑
』の
「
右
」を
索
く
と
「
南
を
向
い
た
時
、
西
に
あ
た
る
方
」と
あ

る
。
此
の
決
め
方
は
中
国
か
ら
齎
さ
れ
た
も
の
で
、
唐
の
都
・
長
安
城
内
の
官

庁
で
、
政
策
を
立
案
す
る
中
書
省
を
「
右
省
」ま
た
は
「
西
省
」と
呼
び
、
そ
れ

を
審
議
す
る
門
下
省
を
「
左
省
」ま
た
は
「
東
省
」と
、
城
内
か
ら
南

面
し
て
の
位
置
を
言
っ
た
事
に
因
っ
て
い
る
。
此
れ
を
規
範
と
し

た
京
都
御
所
で
も
、
南
面
し
て
西
を
右
と
し
東
を
左
と
す
る
。
右
京

区
・
左
京
区
の
謂
れ
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
右
利
き
か
左
利

き
か
が
と
て
も
重
要
な
事
に
な
る
。

◆
右
と
左
で
は
役
割
や
特
徴
が
違
う
た
め
、
右
利
き
と
左
利
き
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
持
つ
チ
ー
ム
は
作
戦
の
幅
が
増
え
る
し
、
選
手
層

が
厚
く
な
り
有
利
に
展
開
で
き
る
。
ボ
ク
シ
ン
グ
界
で
『
左
を
制
す

る
者
は
世
界
を
制
す
る
』と
サ
ウ
ス
ポ
ー
が
歓
迎
さ
れ
る
。
サ
ウ
ス

ポ
ー
の
直
訳
は
「
南
の
手
」の
意
だ
が
、
こ
れ
は
野
球
規
則
の
「
本

塁
か
ら
投
手
板
を
経
て
二
塁
に
向
か
う
線
が
、
東
北
東
で
あ
る
の

を
球
場
の
理
想
と
す
る
」に
由
来
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
左
利
き
投

手
の
腕
は
南
に
あ
り
サ
ウ
ス
ポ
ー
と
な
る
。
少
数
派
の
有
利
性
が

言
わ
れ
る
が
、
生
活
器
具
で
は
、
殆
ど
が
右
利
き
に
合
わ
せ
た
作
り

な
の
で
あ
る
。
鋏
・
包
丁
・
急
須
の
口
・
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
・

自
転
車
の
片
足
ス
タ
ン
ド
・
自
動
改
札
口
な
ど
、
殆
ど
が
右
利
き

用
に
考
え
ら
れ
て
あ
り
左
利
き
に
は
不
利
な
形
だ
。
少
数
派
よ
頑

張
れ
の
気
持
ち
に
な
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

右 か 左 か

「
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
と

「
ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」

　
31
日（
火
）に
行
わ
れ
た
大
輪
田
塾
１
月
講
座
は「
協
同
組
合
の
歴
史
と
コ
ー

プ
こ
う
べ
～
食
と
環
境
の
取
組
み
の
取
り
組
み
の
変
遷
～
」、「
ひ
ょ
う
ご
農
林

水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
に
つ
い
て
」の
２
講
座
で
し
た
。

　
「
協
同
組
合
の
歴
史
と
コ
ー
プ
こ
う
べ
」で
は
、生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う

べ
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー 

齋
藤 

優
子
担
当
係
長
が
講
師
を
務
め
、協
同
組
合
運

動
の
黎
明
期
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
時
の
様
子
や
、コ
ー
プ
こ
う
べ
が
こ

れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
理

由
、食
と
環
境
に
か
か
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
内
容

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。齋
藤

講
師
は
最
後
に「
活
動
を
と

お
し
て
、組
合
員
間
、地
域
の

皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
作
る

こ
と
が
大
切
」と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
５
に
つ
い

て
」は
県
総
合
農
政
課 

佐
藤 

政
男
主
査
が
講
師
を
務
め
、

兵
庫
県
が
目
指
す
べ
き
農
林

水
産
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

水
産
業
の
み
な
ら
ず
農
業
・

林
業
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。佐
藤
主

査
は「
今
後
は
就
業
者
人
口

減
少
な
ど
の
理
由
か
ら
、全

員
で
は
な
く
頑
張
る
人
を
積

極
的
に
支
援
す
る
方
向
へ
転

換
し
て
い
る
」と
さ
れ
、県
が

行
う
農
林
水
産
業
の
施
策
に

対
し
て
理
解
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

幅広い内容を紹介された佐藤講師 塾生と対話をしながら講義を行った齋藤講師

ロ
ウ
バ
イ
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